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1︓南予流域の概況



南予森林管理推進センター

宇和島市︓真珠

松野町︓桃

⻤北町︓雉



宇和島市
森林⾯積 33,447ha  （総⾯積の約71％）

国有林 5,706ha（約17％）
⺠有林 27,742ha（約83％）

⼈⼯林⾯積 12,519ha（約45％）

松野町
森林⾯積 8,251ha （林野率84％）

⼈⼯林⾯積 4,421ha （⼈⼯林率68％）

⻤北町
森林⾯積 20,620ha （林野率85.26％）

⼈⼯林⾯積 12,541ha （⼈⼯林率60.82％）

南予地区の認定林業事業体 10社
意欲と能⼒のある林業経営者 ４社

愛媛県全域を担っている認定林業事業体
かつ、意欲と能⼒のある林業経営者 １社

伐⽊・造材︓ハーベスタ

集材︓フォワーダ

伐⽊・造材︓チェンソー

林業事業体

11社

流域の森林率
約80％



2︓南予森林管理推進センター



〔役割〕
・市町森林管理の全体構想
・関係事業の予算化
・事業の進捗管理
・事業成果の公表
・市町職員の派遣

経営管理権集積計画の作成

環 境 林（条件不利な森林・再委託に⾄るまでの森
林）

○市町村による管理（市町村森林経営管理事業）

森林所有者意向調査

県譲与税充当 県譲与税充当

市町譲与税充当

県譲与税充当

愛媛県の「新たな森林管理システム」に係る支援体制

「愛媛県森林管理支援センター」
（県下５地区の推進センターを支援）

各地区に技術職員を派遣
（各地区１名、常駐）

中予森林管理推進センター (R2.8)
(松⼭市・東温市・伊予市・砥部町)

南予森林管理推進センター (R1.12)
(宇和島市・⻤北町・松野町)

県

各地区に林業普及指導員を派遣
（各地区２名、市町職員併任）

委託

⽀
援

市 町

〔支援内容〕
・市町職員の育成
・林業労働力の確保
・林業事業体の育成
・森林情報の提供

「愛媛県森林管理⽀援センター」

１ 設置⽇ 令和元年８⽉１⽇

２ 設置場所
（公財）愛媛の森林基⾦

３ 事業内容
愛媛県からの委託に基づき、

市町及び森林管理推進センター
に対し、必要な技術指導等を⾏う。

(1) 技術指導
・市町連携推進、組織設⽴等指導
・意向調査等の推進指導
・経営林と環境林の分類指導
・環境林整備事業等の発注指導

(2)職員派遣
・５地区に各１名を常駐派遣

(3)その他関係事業の推進指導

４ ⽀援センター組織
・専属技術職員 6名
・事務職員 1名
・財団事務局職員6名

愛媛県森林管理支援センターの設置

○ 愛媛県では、新たな森林管理システムの円滑な運⽤のため、流域単位で市町が連携して組織する「森林管理推進セ
ンター」（県下５地区）と同センターを⽀援する「愛媛県森林管理⽀援センター」を設置。

○ 森林管理推進センターは、地域内市町、森林組合、林政アドバイザー等で構成し、森林環境譲与税を活⽤して森林
所有者の意向調査、経営管理権集積計画の作成等を⾏い、地域の森林管理を推進。

中予⼭岳流域林業活性化センター (R1.8)
(久万⾼原町)

東予森林管理推進センター（R3.4)
（四国中央市・新居浜市・⻄条市・今治市・上島町）

肱川流域林業活性化センター（R3.5)
（⼤洲市・内⼦町・⼋幡浜市・伊⽅町・⻄予市）



南予森林管理推進センター概要
新たな森林管理システムを推進していくため、宇和島市、松野町、⻤北町、南予森林組合等が共同で

『（⼀社）南予森林管理推進センター』を令和元年12⽉20⽇に設⽴。
管内の森林が適正に管理されるよう、宇和島市、松野町、⻤北町及び南予森林組合と連絡調整を図りなが

ら、森林の健全化と災害に強い森林づくりを推進するため、「森づくり」「⼈づくり」を重点テーマとして
取り組んでいる。

「森づくり事業」
森づくり事業は、広く県⺠が享受している森林の公益的機能の維持と、⽊材を⽣産するための森林の適切

な管理により、次の世代へ引き継ぐことを⽬的とし、３市町と連携を図りながら森林経営管理制度に取り組
んでいる。

「⼈づくり事業」
⼈づくり事業は、林業の持続的かつ健全な発展を図るために必要な⼈材の確保・育成を⽬的とし、担い⼿

の確保・育成の準備と林業事業体の技術向上研修や労働安全衛⽣研修を実施するとともに事業体の連携を
図っている。

森林組合

(⼀社)南予森林管理推進センター

出向職員（４名）

事務局（３名）

愛媛県森林管理
⽀援センター

林業普及指導員
市町併任派遣（２名）

技術指導員常駐派遣（1名）

県

委託

宇和島市

⻤北町

松野町
職
員
派
遣

職
員
派
遣

専従の事務局⻑、事務局次⻑、職員と⽀援センター派遣職員、
３市町と南予森林組合からの派遣職員の８⼈体制と南予地⽅局
森林林業課職員の協⼒の下、事業を推進している。



3︓森林経営管理制度の推進⽅法



森林経営管理制度に係る業務フロー図

市町

林業事業体

森
林
経
営
計
画

ＩＭＭ（※）のフロー〔森林整備へ直⾏〕

森林整備
（切捨間伐） 森

林
整
備

検討
経済林

環境林 市町村森林経営管理事業
（切捨間伐）

意
向
調
査

環
境
林

検
討

経済林

発
注

再
委
託

森林経営管理制度に基づく市町の業務のフロー

配
分
計
画

集
積
計
画

※IMM（Informed Management Method【情報に基づく経営管理方式】）
：林業事業体が、市町から提供された意向調査の回答内容を踏まえ、主体的に集約化の検討を進め、市町の集積計画等の作成
によらず、直接森林整備に繋げる取組。



◎ 事前に同意書を頂いてる森林所有者の意向等が把握できる事によって、通常より
森林所有者へのアプローチ・森林の集約化が容易。

◎ 情報を共有する事で、より正確な事業計画（予定）の作成が可能。
◎ 新たな事業フィールドの確保により、経営規模の拡⼤が可能。
◎ 事業を実施したフィールドにおいて、恒久的な事業が可能。

◎ 南予流域で主に林業・森林整備に従事している⺠間事業者の意向を確認・把握できる
事で、より適正な制度推進が可能。

◎ 施業（森林経営計画等）に直⾏することで、各種⼿続きに係る労⼒、経費等を減らす
ことが可能。

IMMがもたらすメリット

市町

林業事業体



4︓IMMの主な特徴と結果



●意向調査時に、情報提供の可否を森林所有者に伺う。

●同意を得られた森林所有者の情報を整理し、認定林業
事業体及び意欲と能⼒ある林業経営者（以下、林業事業
体）に提供。

●林業事業体は、提供された情報及び既に有している情
報⼜は実績等を勘案し、予定を含む施業の可否を判断。

【情報提供】



●各林業事業体が判断した施業可否等を、全林業事業体で
情報共有。

●情報を共有することで林業事業体は、今後の事業計画の
検討等が容易。

●林業事業体は、森林所有者から問い合わせがあった場合、
対応が容易。

●森林所有者は、施業実施の可能性が増加。

【情報共有】



●主に林業事業体が予定を含む施業意向を⽰さなかった
森林にて

1︓林道等から確認
2︓ドローンで確認
3︓制度に係る可能性のある森林を抽出し、林内にて

林況を確認

※担い⼿不⾜から林業事業体に業務委託し難い⾯がある
ため、３段階に分け実施することで、効率良く実施。

【現地確認⽅法】
林道等から確認

ドローンで確認

林況を確認



●市町として⾏う判断を、情報提供を実施した上で検討して
いくため「林業経営に適した森林・⾃然的条件に照らして林
業経営に適さない森林」といった判断の正確性が確保される。

●森林所有者の意向や全林業事業体の施業意向等を、情報共
有できることにより、林業事業体は効率的に既存の事業とし
て実施できる。

●市町・林業事業体共に、様々な⼿続きを簡略化でき効率的
な制度推進ができる。

市町村森林経営管理事業 完了検査

【検討結果】



●意向調査の返答があった全森林所有者に、市町の検
討結果を報告。

●市町として誠意ある対応。

●林業事業体への施業依頼⽅法及び問い合わせ先も同
封することで、森林所有者⾃らが積極的に施業依頼を
⾏えるように⼯夫。

●「意向調査の対象森林＝未整備森林」であるため、
未整備森林の森林整備が促進されることを期待。

【森林所有者への報告】



【各事業体の検
討結果を取りま

とめ】

判断理由と共に

検討結果︓施業予定と判断した森林

検討結果
集約できなかった森林等

経営管理内容提案
承諾

※経営管理権集積計画
公告・縦覧

IMM（インフォームド・マネジメント・メソッド）
情報に基づく経営管理⽅式

意
欲
と
能
⼒
の
あ
る

林
業
経
営
者

市町 林業事業体
意向調査発送
意向調査返送

結果
【林業事業体の施業

予定など】 情報提供不可能
同意書無し

検討
・配分計画該当の有無
・市町村事業該当の有無
・制度該当無し
・林業事業体の施業予定
・その他

企画提案書
募集・選定

森
林
所
有
者

応募

意欲と能⼒のある林業経営者
【配分計画を経由した場合】

※経営管理実施権配分計画
公告・縦覧

【市町に経営や管理を委ねることにつ
いて検討してみたいと回答した森林所
有者の森林かつ検討結果が配分計画・
市町村事業が適切と判断した森林に対
して】

情報提供可能
同意書有り

報告

検討結果︓施業予定と判断しなかった森林等
施業 ＝ 事業内容に準じて実施

（森林経営計画及び特定間伐等推進計画などの補助事業を活⽤した施業並びに市町
村森林整備計画に準じた補助事業を活⽤しない施業を想定）

施業 ＝ 各計画内容などに準じて実施

検討結果報告

※⼊札

森林組合

検討
・結果集計など

検討
施業予定

情報提供

【市町から提
供された情報、
各事業体が既
に有している
情報・実績等
を勘案】

市町村森林経営管理事業

経営管理実施権配分計画

情報共有



【IMMの結果】

令和３年度までの南予流域における集計及び結果

●意向調査回答「市町に経営や管理を委ねることについて検討してみたい」

⼈⼯林⾯積 約 683 ha
●林業事業体の推定実施業

⼈⼯林⾯積 約 1,840 ha
（主たる林業事業体が森林経営計画を策定した場合、林班の⼈⼯林⾯積70％程度を集約化しているとの情報により、

林業事業体が予定を含む施業意向を⽰した林班内の⼈⼯林⾯積70％で算出）

約2.7倍



5︓森林経営管理制度進捗管理システム



●森林経営管理制度に係る事務⼿続きなどの簡略化を⽬指し、意向調査の発送準
備・集計、集積計画・配分計画の作成、IMMにおける森林所有者への報告までを担
う⽬的を持ったシステム。
●また森林GISと連動・情報を反映させることで、意向調査の実施・回答状況、集
積計画・配分計画策定の有無など各フェーズごとの図⾯を作成させることが可能。

●森林簿情報を抽出、林地台帳情報と結合。
●進捗管理表で進捗を管理。
●進捗管理表の⼊⼒情報に応じて

1︓各書類様式へ情報を反映させ書類を作成。
2︓森林GISで各種図⾯を作成。

※令和４年度より運⽤開始。

⽬的

森林経営管理制度進捗管理システム 森林GIS

内容



【概要】システムフロー

②各書類を⾃動で作成
進捗管理表から各書類様式へ必要な

情報を反映させ各書類を⾃動で作成。

①新規作成
対象市町・⼤字等を選択し、進捗

管理表等に情報を⼊⼒。

意向調査 経営管理権集積計画（案） 森林所有者への報告



【概要】森林GISへ反映

①反映
進捗管理表をインポート

②作成
進捗管理表の情報を基に、指定した

各フェーズのフォルダ、レイヤーを⾃
動で作成

意向調査の回答内容に合わせ着⾊させた図⾯



6︓森林経営管理制度実施状況



令和４年度累計
（令和５年１⽉現在）
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意向調査⾯積 約8,600ha
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集積計画策定⾯積 約57ha

（年度内予定含む）

宇和島市 松野町 ⻤北町
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市町村森林経営管理事業 約10ha

（年度内予定含む）

宇和島市 松野町 ⻤北町
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配分計画策定⾯積 約25ha

宇和島市 松野町 ⻤北町



7︓課題とお願い



御清聴ありがとう
ございました。


